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2024年4月28日～5月3
日までモロッコのマラケ
シュで開催されたICOH
(国際産業保健学会)に参
加してきました。前回の
2021年のメルボルン大会
はコロナ禍で完全オンラ
イン開催でしたので、6年

ぶりの対面学会となりました。
アフリカ開催でしたので、有害業務からどのよ
うに労働者を守っていくのか、法整備の必要性と
いう内容が多く見られました。
その中で、WHOの公衆衛生専門官である
Maria Neira氏のPlenary session「全ての労働者
に健康と安全と快活な職場」で、今後の産業保健
の方向性は下記の3つだと述べていました。
1.健康の保持:公衆衛生上の脅威による影響を防
止および軽減するためのアドバイス、協働、能力

2.疾病予防:労働による疾病や怪我予防のための
安全で健康な職場環境づくり

3.健康づくり:労働者の健康増進とWell-being
への支援

このうち1.の公衆衛生上の脅威とは、この度の世
界的パンデミックとなった新型コロナウイルス感
染症などを指しています。
学会の議論のトレンドとしては、「DX･AIの導
入による労働の変化」「テレワークなど多様な働
き方への対応」「Well-beingを目指す」といった、
わが国と同様の課題があげられていました。そし
て、「全ての労働者に産業保健サービスを提供す
る」というセッションでは、ディスカッションの
最後に、コロンビアの研究者が「産業保健は単に
労働者の健康障害がおきた際の対応なのではな
い。労働者の健康を支えるということは、経済を
支えていることであり、それが産業保健であると
社会にアピールすべき」と述べ、会場全員がスタ
ンディングオベーションになったのが大変心に残
りました。次回は2027年2月14日からインドのム
ンバイで開催されます。
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昭和18年(1943年)に開館
した産業安全参考館に展
示されていたボイラー爆
発事故後の破裂変形した
ボイラー缶体
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い。もちろん、修正しすぎると修正者の日本語に
なってしまうので、最小限の変更にとどめるのは、
今も昔も変わらない。
50号という節目を迎え、地方会ニュースが若い
方々の発想とエネルギーで大いに飛躍することを
心から願っている。

回 想
大久保靖司
(東京大学)

私は、関東地方会ニュー
スの創刊から現在まで委員
として関わり、第13号～39
号まで編集委員長を務めま

した。創刊時の関東地方会長は清水英佑先生であ
り、地方会会員の交流、情報交換の場として始め
られたと記憶しています。当時は、紙媒体での発
行ということもあり、編集会議には印刷会社にも
参加してもらっており、その際にレイアウト等の
指導をいただいていました。編集のやり方は、プ
リントした紙を用いての編集・校正から、映写し
てのリアルタイム編集へと変わりましたが、創刊
時より校正作業は、誤字脱字のチェック等にとど
まらず、文章の整合性、構成の修正まで及びまし
た。署名記事にも関わらず、ときには、校正作業
により原稿が原型を留めない程の修正となってし
まい、結果として執筆者の意思を尊重すべきとし
て元原稿に戻ることもありました。大幅な変更が
あったときは、事務局から執筆者に連絡と了解を
もらうのですが、その作業も大変だったろうと思
います。
また、紙面の作成では、マイクロソフト社のワー
ドを使っていましたが、複雑なレイアウトの紙面
であるためその機能を限界まで使い、操作不能と
なったり、自動修正機能のために、レイアウトが
崩れてしまったり等が頻発したため、その対応で
委員、特に事務局はワードのスキルが特筆すべき
レベルにまで向上したと思います。
とはいえ、編集会議は和気あいあいとして、居
心地のよいものであり、編集作業を通じて、学会、
地方会の動向を知ることができ、また文章校正の
スキルアップにもつながったことから、編集委員

特集記事 地方会ニュース50号までを振りかえり
地方会ニュース誕生の頃

稲垣弘文
(日本医科大学)

20世紀の終わりが見えて
きた1999年5月の関東地方
会幹事会、清水英佑地方会
長が「会員の自由な意見発

表の場」としてニュースレターを創刊したいと提
案された。地方会長のご提案なので、すんなりと
Goになるべきところ(実際にそうなったのだ
が)、反対した人間がいた。それが稲垣である。
理由は簡単で、「費用がかかりすぎて、地方会のお
金がなくなっちゃうよ」ということだった。幹事
会終了後、ある先生から「お前何をしているんだ、
黙っていれば良いのに。」というお言葉を頂戴し
た。ま、思ったことをそのまま行動に出してし
まったということで、稲垣も大変若かったという
ことである。週が明け、職場に清水先生からお電
話を頂戴した。「ニュースレターをより良いもの
にするために働いてほしい」という内容だったと
思う。
地方会長から直接お電話をいただいたという畏
怖の念と、清水先生の懐の深さに圧倒され、稲垣
は編集委員となった。
初代編集委員長の伊藤岩美先生には、当初大変
きつくあたられたように思う。笑っていても目が
笑っていないという印象を持っていた。創刊に反
対したけしからん人間ということだったのかも知
れない。それでも伊藤先生は稲垣の言うことをき
ちんと受け止めてくれた。とにかく飲み会が多
かったのは、とても新鮮だった。ある時、終電が
なくなったので新橋から4人でタクシーに乗り、
大泉学園と新座に寄った(どなたのお宅なのかは
ご存知の方はご存知ですが)あと、伊藤先生と2人
になって拙宅のある入間まで、酔いが醒めるよう
な緊張した時間であった。幸いドライバーが多弁
で気は紛れたが。
研究業績に乏しく、実務を行っていない人間が
編集委員会で何ができるのか、悩んでもしょうが
ないので、誤解を招かない日本語の表現に腐心し
たつもりである。ご寄稿くださった先生方には、
何でこんなに手を入れるのか、とご不快に感じら
れた方もいらしたと思う。何卒ご容赦いただきた
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を続けてきて良かったと感じます。
委員の高齢化も見えてきていますので、委員の
交代も考えなければならない時期となったと思い
ますことから、地方会ニュースの編集委員を会員
の方々にお願いすることもあると思います。その
際には、ぜひともご協力をいただきたくお願いし
ます。

地方会ニュース50号を振り返って
原 美佳子

(TSネットワーク)

産業衛生学会地方会ニュ
ースの50号までかかわって
いた自分に驚きを隠せない。
思い返せば、獨協医大の

公衆衛生学教室の宇佐見隆廣先生に「編集長から
現在の編集委員が男性ばかりで、女性の委員が必
要と言われ、原君の顔しか浮かんで来なかった。
だから推薦しておいた。家が千葉だから行くのも
大丈夫でしょう。慈恵医大の会議室が会場だから
来てね」と言われ、何をやるのかよくわからない
まま学会の理事でもないのに末席に座ることに
なってしまった。当日は新橋から慈恵医大まで歩
き、会場がどこだかわからず、周辺をうろうろ。
守衛さんに聞いてやっと指定の会議室へ到着。皇
室から贈られた建物であるとの記念プレートがあ
り、階段は中央部がすり減った煉瓦作りの重厚な
建物で、中庭に運動場もあった。会議室の重いド
アを開けると机と椅子は年代物で驚いた。そして
椅子は重かった。座っている方々も初めてお会い
する方で緊張した。伊藤委員長、鈴木事務局長ほ
かご出席の方々に名刺を渡し、着席。業務の成り
行きを観察した。
編集作業はワードを利用していたが、ほぼ毎月
のように行われアナログ作業であった。投稿日最
後の日には印刷屋さんも同席して紙面レイアウト
を確認してもらった。
発刊まで編集作業は6回行われ、編集最終日は

サラリーマンのメッカである新橋界隈で打ち上げ
の食事をし、二次会はカラオケ。終電覚悟だった。
伊藤委員長は演歌歌手でもあり、歌がお上手だっ
た。初期の編集委員会は体力勝負の時代であった。

特集記事 地方会ニュース50号までを振りかえり
また紙面の関係で投稿した企業の業務で海外出
張やプライベート旅行の報告は、半分旅行記であ
り紙面の品格を落としたようで申し訳なさがいっ
ぱいであった。しかし委員の方々からは好評で
あった。
それぞれの編集委員の得意技に刺激され、学会
内の人脈の多さや、文字での伝え方の難しさ、文
章から何を伝えたいかを深堀りし編集委員会のた
びに新しい発見をもらえた。この日本語を深く掘
り下げることに注力する作業が自身の文章作成力
の向上に役立っていると思う。

おめでとうございます
令和6年度

安全衛生に係る優良事業場、団体又は
功労者に対する厚生労働大臣表彰 功労賞

土肥誠太郎先生
(株式会社MOANA土肥産業医事務所)

第97回
日本産業衛生学会 奨励賞

吉川悦子先生
(日本赤十字看護大学)

編集委員会 優秀論文賞
天本宇紀先生

(労働安全衛生総合研究所)

編集委員会 優秀査読者賞
(五十音順)

大塚泰正先生
(筑波大学)

佐々木美奈子先生
(東京医療保健大学)

澤田晋一先生
(東京福祉大学･大学院)

佐々木那津先生
(東京大学大学院)

学術委員会 第9回若手論文賞
浅岡紘季先生
(東京大学大学院)
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吉川悦子
(日本赤十字看護大学)

生まれ故郷の広島県で開
催された第97回日本産業衛
生学会において奨励賞をい
ただき、大変光栄に感じる
とともに、私の国際産業保

健デビューをご一緒した産業医大の永田智久先生
との同時受賞を果たし、様々なご縁に導かれての
受賞であると思っている。
病院看護師や産業保健看護職としての実践を通
して、優れた専門職者の「わざ」の可視化や働きや
すい職場環境の実現等、様々なことに興味や関心、
疑問や課題意識を持った。一見バラバラに思えた
これらの興味･関心事が「研究」という手法を用い
ることで一つの線となり、縦糸と横糸が織りなさ
れるようにイノベーションを生み出すことにつな
がったのではないかと考える。私の研究疑問を一
緒に探求してくださった共同研究者の先生方、そ
して何より、私の研究に参加いただいた皆様には、
心から感謝の意を表したい。
今回の受賞理由は、遠隔参加型職場環境改善手
法の開発と国際的な産業保健活動への寄与におい
て、顕著な業績をあげたことと評価されたためで
ある。ここ数年は、COVID-19の影響で現場支
援や研究活動が思うように進まなくなったことも
事実であった。このピンチをチャンスととらえ、
職場の感染症防止対策に参加型の手法を応用した
り、急速に浸透したICTをフル活用したりするこ
とで新たなプログラムを開発する等、逆境にあっ
てもそれを推進力に変えるレジリエンスを培うこ
とができたと考えている。ところで奨励賞は、今
後の活躍を期待して贈られる賞であることから、
今後も現場の産業保健看護活動に有益な知見やエ
ビデンスを提供できるような研究を継続し、現場
にこのご恩を返していきたい。
最後に、日本産業衛生学会員の皆様、産業保健
看護部会幹事の皆様、そして、今回の奨励賞にご
推薦いただいた堤 明純先生、五十嵐千代先生に
対し、深く感謝を申し上げる次第である。

2023年度学会奨励賞 受賞者の声
土肥誠太郎

(株式会社MOANA
土肥産業医事務所)

令和6年度「安全衛生に係
る優良事業場、団体又は功
労者に対する厚生労働大臣
表彰」において、長年、労働

安全衛生に尽くし、日本の安全衛生水準の向上･
発展に多大な貢献をした個人に与えられる「功労
賞」を頂き、大変光栄に存じます。このような栄
誉ある賞を頂けたのは、学生時代を含め私を指導
してくださった多くの先生方のご尽力、産業医と
なってから共に研鑽してきた多くの仲間及び同僚
の産業医･大学の先生方･産業保健看護職･産業衛
生技術専門職の皆様のご支援によるものと、深く
感謝申し上げます。
振り返りますと、1984年に産業医大を卒業し臨
床と研究を経て、1991年に初代産業医実務研修セ
ンター長になられた高田和美先生の後任産業医と
して、三井石化学工業(株)(現三井化学(株))岩国
大竹工場の専属産業医となり、さらに2001年に三
井化学(株)本社健康管理室長･統括産業医となり、
健康管理だけでなく化学メーカーにおける労働衛
生を実践してきました。産業保健を担うものに健
康経営を行わせて企業価値を向上さようとするこ
とは、産業保健･健康経営の生きる道ではないと
考えます。本当の産業保健や健康経営とは、社員
の幸福を考え、社員の健やかを保ち、社員の健康
を重視し尊重すること(健康重視経営)だと考えて
います。
今、小さな産業医事務所を立ち上げ、心機一転、
健康重視経営を実践したいと考えております。今
後も、ご指導を頂きたく、よろしくお願い申し上
げます。

令和6年度「安全衛生に係る優良事業場、団体又は
功労者に対する厚生労働大臣表彰」功労賞 受賞者の声
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企画運営委員長
浜崎 景

(群馬大学大学院)

このたび、日本産業衛生
学会第1回関東地方会学会
を12月6日(金)と7日(土)の
2日間、ホテルメトロポリタ

ン高崎で開催することになった。これまで「関東
地方会例会」(前身は関東地方会集談会として
1947年に発足)として毎年4回開催されてきたが、
2024年2月17日の303回例会を最後とし、一般演題
も加えた「地方会学会」として新たに始動するこ
ととなった。この責務を担当できることを光栄に
思い、多くの皆様に感謝する。すでに関東地方会
長の五十嵐千代先生をはじめ、多くの関係者のご
協力のおかげで順調に準備も進んでいる。
第1回関東地方会学会は、「ライフスタイルの力、
はたらく人の健康を見つめなおそう！」と題して
開催する。ネット普及やテクノロジーの発展に伴
い、電話やFAXのアナログの時代から労働環境
が大きく変革し、2023年以降は生成系AIの登場
により新たな時代が幕を開けようとしている。仕
事の効率とスピードは前例のない進歩を遂げつつ
ある。このような中、多様な働き方を見直す必要
がある一方で、睡眠時間や余暇の過ごし方、食生
活などは後回しにされがちである。この状況を鑑
み、また、企画運営委員長である私の研究専門領
域が“食”であることからも、産業保健におけるは
たらく人の生活習慣の重要性について今一度この
大会を通して議論したいと考えている。また、全
国大会では敷居が高いが、地方会レベルなら発表
できるのでは、と迷っておられる研究者や実践家
にも、ぜひともこの機会を利用して演題を投稿し
ていただきたい。

https://jsohkt1.yupia.net/

日本産業衛生学会
第1回 関東地方会学会 開催について

第34回日本産業衛生学会
全国協議会でお待ちしています!

企画運営委員長 宮本俊明
(日本製鉄(株)
東日本製鉄所)

第34回日本産業衛生学会
全国協議会(2024年10月3日

(木)～5日(土);千葉県木更津市「かずさアカデミ
アホール」にて開催)は、「一歩先の産業保健を切
り拓け！～過去から未来への懸け橋に～」をテー
マにプログラムが公開され、8月17日までは早期参
加登録が行われている。宿泊は全国協議会公式サ
イトからの予約が確実と思われる。木更津駅と会
場は13台の大型バスでピストン輸送を行う。会場
の駐車場は広大かつ無料なので、会場まで自家用
車で来訪される方も考慮してプログラム開始時間
は少し遅めに設定している。
全国協議会は四部会と開催地方会が実施主体と
なっている。そのため関東地方会に属する四部会
および地方会幹事から積極的な企画提案があっ
た。どれも時宜にかなった楽しみな内容となって
おり感謝を申し上げる。これまでにない試みとし
ては、自治体職員や自治体の健康度を高めるため、
開催地の首長2人と鼎談をしてみようと考えてい
る。さらに元千葉ロッテマリーンズ投手で、現日
本製鉄かずさマジック監督の渡辺俊介氏によるス
ポーツ選手の人材育成から学ぶ点、芥川賞作家の
平野啓一郎氏による「人」への視点と深い洞察な
ど、楽しみな話題が多く並んでいる。オンデマン
ド配信も行うが、やはり現地参加は魅力的だと言
われるよう皆様をお迎えする所存である。
懇親会では、三方を海に囲まれた田園と里山と
いう房総半島の自然を味わっていただきたい。家
族連れに適したホテルもあり託児所も設置をする
ので、ぜひ現地に足を運んでいただきたい。

https://sanei-kyogikai2024.com/

第34回 日本産業衛生学会
全国協議会 開催について

https://sanei-kyogikai2024.com/
https://sanei-kyogikai2024.com/
https://sanei-kyogikai2024.com/
https://jsohkt1.yupia.net/
https://jsohkt1.yupia.net/
https://jsohkt1.yupia.net/
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第303回 関東地方会例会 報告・関東産業医部会報告

福本正勝
(株式会社i･OH研究所)

加藤憲忠
(富士電機)

日本産業衛生学会関東地方会 第303回例会を、
関東産業医部会の当番で、令和6年2月17日に日本
赤十字看護大学広尾キャンパスで開催した。座長
は部会長の福本正勝が務め、現在、重要なトピッ
クスである精神障害の労災認定基準改正につい
て、それぞれご専門の立場から4名の講師の先生
に概説いただいた。
高橋先生は、労災認定されたIT産業就労者に
おける精神障害事案に関して、過去5年間のデー
タベースの解析結果から分かることについて解説
された。その上で、TALK(Tell, Ask, Listen,
Keep safe)の原則を使って希死念慮を尋ねるこ
となど、考えられる労災対策を具体的に提示され
た。
吉川先生は、精神障害･自殺による過労死等の
主なデータ、精神障害の労災認定基準の変遷と最
近の改定内容、特に業務による心理的負荷評価表
の大幅な見直し内容を解説された。さらに新労災
認定基準から学ぶものについても言及された。
白波瀬先生は、まず組織におけるハラスメント
対策が、無人地帯になりやすいことや組織が変化
することの難しさについて指摘された。その上で
「労災認定基準改正」が圧力として組織にどのよ
うに影響を与えるか、産業保健従事者が組織にど
のような貢献ができるかについてご教示いただい
た。
北岡先生は、精神障害の労災認定基準改正に伴
う法的課題について、具体的に指摘された上で、
法学の立場から、精神障害の労災認定判断の在り
方について述べられた。
今回のテーマへの関心の高さからか、当日は、
現地参加108名に加えオンライン参加72名とたい
へん多くの方に参加いただき盛会に終了した。さ

らに、2月22日から約1か月にわたり、オンデマン
ド配信も実施したが、オンラインならびにオンデ
マンド配信にあたっては、関東地方会事務局に多
大なご支援をいただいたことに、この場を借りて
お礼申し上げたい。
永らく続いた関東地方会例会は、今回を最後に、
発展的に関東地方会学会として生まれ変わる予定
であるが、有終の美を飾れたことに、これも多く
の皆さまにご参加いただいたからこそと感謝申し
上げる。なお、関東産業医部会では、引き続き部
会員のニーズに合った研修会を企画していく予定
である。

関東地方会例会プログラム一覧

第303回例会プログラム
当番幹事:福本正勝(株式会社i･OH研究所)
開催日:2024年2月17日(土)
会場:日本赤十字看護大学 広尾キャンパス
テーマ:「精神障害の労災基準改正について」
1.「精神障害労災認定事案の解析からわかる
こと」
高橋有記先生(東海大学)

2.「過重労働と労災、精神障害と労災」
吉川 徹先生(労安研)

3.「精神障害と労災
～精神科臨床医の立場から～」
白波瀬丈一郎先生(東京都済生会中央病院)

4.「精神障害の労災認定基準改正に伴う法的
課題～法学の立場から～」
北岡大介先生(東洋大学)

例会の様子
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帆苅なおみ
(東京工科大学)

関東産業保健看護部会で
は、各県の相互連携強化を
図り、部会活動の裾野を広
げることを目標として、各
県の担当幹事と連携し、現

地で開催される研修会などの機会に、部会活動や
産業保健看護専門家制度の周知を図っている。
各県の産業保健看護職は研究会や健保連保健
師･看護師連絡協議会の活動の中で、実践に役立
つ魅力的な研修会などを企画し、会員間の交流や
実践能力の向上に努めている。今回、2023年度の
各県の活動状況を報告する。

関東産業保健看護部会報告

2023年度 各県の活動状況
群
馬
県

「アルコールに関する困難事例対応」
【講師】椎原康史先生
主催：群馬産業看護研究会

「産業保健に活かすナッジ理論 ～パート2～」
【講師】竹林正樹先生
主催：群馬県健保連保健師看護師連絡協議会

第17回群馬職域メンタルヘルス交流会
「リワークを活用した継続雇用について」
共催：群馬産業保健総合支援センター、群馬産業

看護研究会、群馬県健保連保健師･看護師
連絡協議会

茨
城
県

「保健指導に活かすナッジ理論」
【講師】竹林正樹先生
「労働衛生対策(労働衛生教育)実践に役立つ

おもしろ健康教育の工夫」
【講師】伊藤純子先生･高橋佐和子先生
主催：茨城県健保連保健師･看護師連絡協議会

千
葉
県

「ナッジ理論の保健指導への活用」
【講師】竹林正樹先生
「災害医療のイロハを学ぶ。事業所内での準備は？」
【講師】⼩早川義貴先生

「お久しぶり！お疲れ様！つながろう交流会」
【ファシリテーター】研究会役員
主催：千葉県産業保健看護研究会

栃
木
県

第96回日本産業衛生学会登壇者報告･情報交換会
【発表者】TKC(株) 田中牧子先生

とちぎコープ 佐々木淑江先生
「職場実地見学＆私の職場紹介」
【講師】古河電池(株) 高野利律子先生

「実践的な禁煙指導を考える(講義＆ロールプレイング)」
【講師】利根川豊子先生
「働く人の健康行動変容を支援する

ヘルスコミュニケーション」
【講師】島崎崇史先生
主催：とちぎ産業保健看護研究会

齊藤宏之
(労働安全衛生総合研究所)

2024年5月22日～25日に
広島市で開催された第97回
日本産業衛生学会におい
て、「産業衛生技術部会専門
研修会」、「産業衛生技術部

会フォーラム」ならびに産業衛生技術部会総会を
企画･開催した。
産業衛生技術部会専門研修会では、「自律管理
の時代における技術者と技術専門家の倫理―測定
等に関して」をテーマに3名の演者による講演な
らびに指定発言をいただいた。技術者倫理に関し
ては直前の交流イベントでも倫理綱領の見直し
ワーキンググループからの報告がなされたばかり
であり、会場からも活発な意見が寄せられた。
産業衛生技術部会フォーラムでは、「化学物質
の自律的管理の実践―現場でのリスクアセスメン
トと測定―」をテーマに4名の演者から講演をい
ただいた。今年の4月から化学物質の自律的管理
が本格的に始まったこともあり、非常に活発な議
論がなされた。
総会では、部会の会計や行事に関する報告が行
われたほか、今年度の研究奨励賞の受賞者である
青木隆昌先生(九州工業大学)、貴志孝洋先生(筑
波大学)への表彰が行われた。
なお、2024年10月3日～5日に千葉県木更津市で
開催される第34回日本産業衛生学会全国協議会に
おいて、現在対策が急務となっている小規模事業
場向けの企画として、地域産業保健センター(地
産保)の現状と課題に関するセッションと、社会
保険労務士(社労士)との連携についてのセッショ
ンをそれぞれ企画している。また、国際会議に関
する自由集会も企画しているので、皆様の積極的
な参加をお願いしたい。

関東産業衛生技術部会報告

産業衛生技術部会フォーラム総合討論

https://sanei-kyogikai2024.com/
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澁谷智明
(日立製作所)

2023年度関東産業歯科保
健部会研修会を、2024年1月
27日(土)13時30分～16時30
分にテーマ「健康経営」で座
長を品田佳世子先生(東医

歯大)および澁谷(日立製作所)でオンライン
(Zoom)にて実施した(参加者49名)。はじめに小
川亮一先生(経営サポーター おがわ)から「健康
経営の概要と歯･口腔ケアの健康経営での推進に
ついて」と題して基調講演があった。健康経営は
「従業員の健康管理を経営的視点で戦略的に実施
すること」で、優良な健康経営に取り組む法人を
可視化し、社会的に評価されるために設けられた
のが健康経営優良法人認定制度である。毎年の調
査からその年の「健康経営優良法人」が選定され、
その上位500社が「ホワイト500」、その中で各業種
トップ東証上場企業が「健康経営銘柄」に選定さ
れる。歯･口腔は、健康経営度調査項目に含まれ
ており「健康経営銘柄」に選定された企業では口
腔保健活動を積極的に行っているとのことであっ
た。続いて川本和江先生(ライオン)「健康経営へ
の取り組み」、北村晃一先生(神戸製鋼所)「神戸製
鋼所における健康経営の取組みについて」、岩村
俊宏先生(住友商事)「住友商事株式会社における
健康経営事例」と題して貴重な事例報告があっ
た。
2024年度より本部会では年2回の研修会を行う
こととなった。6月16日(日)10時～12時30分に
テーマ「職域においてTCHを再考する」で座長を
後藤理絵先生(ライオン歯科衛生研究所)と澁谷で
オンライン(Zoom)にて前期研修会を実施した
(参加者38名)。講師および題目は木野孔司先生
(木野顎関節研究所)「TCHの概要」、羽毛田 匡先
生(羽毛田歯科)「TCHの様々な影響(病因性)」、
佐藤文明先生(佐藤歯科)「TCHの見つけ方と是
正法」であった。TCHとはTooth Contacting
Habitの略で、日中の無意識な上下歯の接触癖で
情報機器作業を行う方に多く、頭頚部筋骨格系の
痛みの原因となる。各先生方のお話は今後の保健
指導を行う上で非常に有用と考えられた。

関東産業歯科保健部会報告
健康的な職場づくり研究会

大久保茂子
(昭和大)

2024年2月3日(土)にオンラインで第2回研修会
を開催した。参加登録者は168人であったが、当
日の参加者は113人であった。
メインテーマを前回に続き「フィジカル面から
取り組む職場の活力向上」、座長を松尾知明先生
(安衛研)として講演を企画した。
「スマートウォッチを用いた産業現場でのフィ
ジカル評価」として、石井賢治先生(大原記念労働
科学研究所)に講演いただいた。職場と在宅のハ
イブリッドワーク者等を対象としたスマートフォ
ンアプリを用いたフィジカル評価事例についての
ご紹介であった。また過労死研究の取り組みや、
産業現場におけるフィジカル評価と課題について
も話題提供があった。
次に「働く人の身体活動実施を促す行動変容の
理論と実践」として、島崎崇史先生(慈恵医大)に
講演いただいた。健康心理学や行動科学を背景と
した自発的な行動実施の理論･モデルであるKAP
(Knowledge-Attitude-Practice)モデルを基礎
とする行動変容の考え方と支援実践についてご紹
介いただいた。さらに、椅子に座ったまま実践可
能なストレッチの実演もあり好評であった。
なお、次回は2024年10月の第34回日本産業衛生
学会全国協議会にて対面での開催を予定してい
る。テーマは「フィジカル面から産業保健を支援
する―人間工学と産業理学療法学の視点から」で
ある。学会員の皆様に是非ご参加いただきたい。

関東地方会研究会報告

島崎崇史先生による「椅子に座ったまま実践可能なストレッチ」

https://sanei-kyogikai2024.com/
https://sanei-kyogikai2024.com/
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関東地方会研究会報告
日本産業衛生学会多職種連
携研究会の設立について

代表世話人 能川和浩
(千葉大)

2024年5月に開催された
日本産業衛生学会総会にお
いて、関東地方会多職種連

携の会は、多職種連携研究会と改称し、日本産業
衛生学会の研究会として活動していくことが報告
された。当会は、2014年に設立され、当時の関東
地方会長である柳澤裕之先生(慈恵医大)の「若手
のうちから多職種連携を実践する経験を積む」と
いう構想から、関東地方会の各部会から若手の代
表者が推薦され世話人会が構成された。活動とし
ては、多職種連携を実践するには、「他」職種の専
門性を理解することが重要であるとの考えから、
グループワークを多職種によって行う参加型の企
画を中心に実施した。特に、快適な職場環境づく
りにおいては、多職種が関与することで各職種の
異なる視点を共有することができたと考えてい
る。また、活動の初期からダイバーシティを意識
し、世話人会を男女偏りなく構成することや、子
育て世代を意識した子連れ参加可能企画なども
行ってきた。
このたび、学会の研究会として活動していくに
当たり、いままで大事にしてきた職種間の専門性
の相互理解の促進に加え、多職種連携が産業保健
活動の質の向上に寄与していることについて、実
践活動報告等を通して明らかにしていきたいと考
えている。当研究会の最初の活動として、2024年
10月5日土曜日の第34回日本産業衛生学会全国協
議会においてシンポジウムの開催を予定してい
る。テーマを「多職種連携で実現する快適な職場
環境づくり～ストレスチェック制度の見直しの観
点から～」と設定し、ストレスチェック制度を用
いた産業保健活動と企業の経営層や人事担当者と
の連携に焦点をあて、快適な職場環境づくりのた
めの活動についてディスカッションをしたいと考
えている。皆様お気軽にご参加ください。

東京大学大学院医学系研究科−
精神保健学分野
精神看護学分野

西 大輔

当教室は、1957年に東京
大学医学部衛生看護学科に
開設された臨床医学看護学

第四講座を前身として、今年で創設67年目を迎え
る。主に精神疾患の予防やこころの健康の維持･
向上に取り組む精神保健学分野と、主に精神疾患
当事者の方々との共同創造に取り組む精神看護学
分野が1つの教室として一体的に運営されている。
精神保健学分野では、精神保健疫学、トラウマ
ティックストレス･レジリエンス、周産期メンタ
ルヘルス、職場のメンタルヘルスを中心的な研究
テーマとしている。このうち職場のメンタルヘル
スに関しては、新型コロナウイルス感染症の流行
開始後の2020年3月から全国一般労働者を対象と
したオンラインコホート研究(The Employee
Cohort study in the COVD-19 pandemic in
Japan: E-COCO-J)を行い多数の知見を創出し
ている。
教育面では、大学院に関しては公共健康医学専
攻(＝公衆衛生大学院、修士課程)、健康科学･看護
学専攻(修士･博士課程)、社会医学専攻(博士課程)
という3つの専攻にまたがって教育と研究指導を
行い、学部に関しては医学部健康総合科学科で多
数の講義･実習を行っている他、医学部医学科の
一部の講義･実習にも携わっている。
これらの研究と教育、および実践を通して、個
人のこころの健康の増進とレジリエントな社会の
構築への貢献、さらにはチャレンジと自己受容を
通して成長･変容し続ける研究者･実践家の養成を
目指している。

研究室紹介

https://sanei-kyogikai2024.com/
https://sanei-kyogikai2024.com/
https://dmh.m.u-tokyo.ac.jp/e-coco-j/
https://dmh.m.u-tokyo.ac.jp/e-coco-j/
https://dmh.m.u-tokyo.ac.jp/e-coco-j/


通達・行政ニュース
山本健也

(労働安全衛生総合研究所)

有機溶剤中毒予防規則等の一部を改正する省令等
の施行について(令和6年4月4日 基発0404第2号)
近年の労働安全衛生法令改正では、労働者に有
効な呼吸用保護具を使用させることを義務付けて
いる作業や作業環境(新たな金属アーク溶接等作
業の方法を採用しようとする時や、作業環境測定
の結果により第三管理区分に区分された場合で、
一定の条件を満たしている場合等)が規定され、
有効な呼吸用保護具の選定に際しては溶接ヒュー
ム測定および個人サンプリング測定の結果を用い
ることが求められている。その測定精度を担保す
るために、当該測定を行う際のデザイン、サンプ
リング行わせる者(「デザイン等資格者」「サンプ
リング資格者」)及び分析を行わせる者の要件を定
めた改正法令(令和6年厚生労働省令 第44号)およ
び当該要件の中で修了が必要な講習の講習科目の
範囲及び時間等を定めた厚生労働大臣告示(令和6
年厚生労働省告示 第93号)が発出され、令和8年
10月1日に施行される(登録個人ばく露測定講習機
関の登録申請等については令和6年7月1日)。デザ
イン及びサンプリングに関する講習では実技1時
間30分を含む計9時間、サンプリングに関する講
習では実技1時間30分を含む計6時間の講習が規定
されている。

個人事業者等の健康管理に関するガイドラインの
策定について(令和6年5月28日 基発0528第1号)
「労働安全衛生法第22条に規定される保護対象
は、労働者と同じ場所で働く労働者以外の者にも
及ぶ」との判示に基づき、「労働者以外の者」に対
する保護措置のあり方、注文者による保護措置の
あり方、個人事業者自身による事業者としての保
護措置のあり方などを検討して令和5年10月27日
に公表された「個人事業者等に対する安全衛生対
策のあり方に関する検討会」報告書を受け、それ
ぞれの立場での自主的な取組の実施を促すことを
目的とした「個人事業者等の健康管理に関するガ
イドライン」が発出された。「個人事業者等」「注
文者等」の定義をはじめ、個人事業者等が実施す
ることとして「健康管理に関する意識の向上」「危
険有害業務による健康障害リスクの理解」等の9
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日本産業衛生学会関東地方会選挙管理委員会
委員長 能川和浩(千葉大学大学院)

公益社団法人日本産業衛生学会定款第8条、代
議員の選任に関する規則第3条、役員の選任に関
する規則第4条、地方会に関する規則第4条、関東
地方会細則及び関東地方会選挙細則等に基づき、
代議員および関東地方会長の選挙を実施いたしま
す。選挙に関する詳細は、関東地方会選挙管理委
員会から送付される選挙についての公告をご参照
ください。
本年度も、代議員および関東地方会長選挙とも
にインターネットによる電子選挙(電子立候補、
電子推薦および電子投票)となります。選挙に関
するご案内やご連絡は、日本産業衛生学会ホーム
ページおよび日本産業衛生学会関東地方会ホーム
ページまたは電子メールにより行われます。その
ため、必ず日本産業衛生学会ホームページへログ
インし、所属変更のご登録や学会からの連絡先、
特に受信可能な電子メールアドレスのご登録をお
願い致します。
会費納入状況の確認も、上記ホームページログ
イン後の入金履歴欄から可能です。なお、選挙権･
被選挙権がないと、ログインしても電子選挙が表
示されませんので、ご承知おきください。
選挙権･被選挙権は会員歴が2年以上あり､2023
年度及び2024年度の会費を2024年7月31日までに
納入した関東地方会所属の正会員にのみ与えられ
ます。ただし、2024年10月31日までに満70歳にな
る方は、被選挙権がありません。

地方会長選挙に立候補するには3名の正会員か
らの推薦が必要です。また代議員選挙では被選挙
人の他薦は認められていません。
インターネットによる電子選挙システムの詳細
に関しては、送付される公告および案内等をご覧
ください。関東地方会ホームページにも掲載され
ます。

2024年度選挙について

公示日 2024年7月1日

地方会長立候補、
代議員立候補の締め切り 2024年8月31日(予定)

地方会長および
代議員選挙投票の締め切り 2024年10月21日(予定)

https://www.sanei.or.jp/
http://jsohkant.umin.jp/
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001241083.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001241079.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001241081.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001241081.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001257618.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001257617.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001257617.pdf


項目が、注文者等が実施することとして「⻑時間
の就業による健康障害の防止」「安全衛生教育や
健康診断に関する情報の提供、受講･受診機会の
提供等」「健康診断の受診に要する費用の配慮」等
の5項目について規定され、後者については「要請
があった個人事業者に対する不利益な取り扱いの
禁止」が示されている。
個人事業者等の健康管理に関するガイドラインの
策定について(報道発表資料)

化学物質管理法令改正関係
1) マニュアル等の公表
① 皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアル
(第1版)の公表(令和6年2月)

② 化学物質管理専門家の指導用マニュアル
(令和6年3月)

③ 作業環境管理専門家指導用マニュアル(令
和6年3月)

④ リスクアセスメント対象物健康診断に係る
ガイダンス 暫定版(令和6年3月)

2) 内容の更新等
① 化学物質による健康障害防止のための濃度
の基準の適用等に関する技術上の指針の一
部改正(令和6年5月8日 基発0508第1号)
技術上の指針公示第26号により、ばく露評
価における「労働者の呼吸域」の定義等が
追加される等の更新がされた。

② 労働安全衛生規則第577条の2第2項の規定
に基づき厚生労働大臣が定める物及び厚生
労働大臣が定める濃度の基準の一部改正
(令和6年5月8日 基発0508第3号)
令和6年厚生労働省告示第196号により、新
たに112物質に濃度基準値が設定された。

③ 化学物質による労働災害防止のための新た
な規制に関するQ&A(令和6年2月更新)
皮膚等障害化学物質にかかる裾切値の考え
方が追加された。

④ リスクアセスメント対象物健康診断に関す
るQ&A(令和6年7月更新)
本学会産業医部会の「化学物質リスクアセ
スメントに基づく健康診断の考え方に関す
る手引き(令和6年5月)」が追加引用され
た。

地方会長からのメッセージ
関東地方会学会が始まります！

関東地方会長 五十嵐千代
(東京工科大)

今年は関東地方会で2つ
の学会が開催されます。ひ
とつは、千葉県木更津市か
ずさアカデミアパークでの

第34回日本産業衛生学会全国協議会で、2024年10
月3日(木)～5日(土)の開催です。日本製鉄(株)の
宮本俊明企画運営委員長のもと、魅力あるプログ
ラムが多数準備されています。
そして、もうひとつは、関東地方会で初めての
地方会学会となる第1回関東地方会学会です。
2024年12月6日(金)～7日(土)で、群馬大学の浜崎
景企画運営委員長のもと、群馬県高崎市のホテル
メトロポリタン高崎で開催されます。
日本産業衛生学会では9地方会があり、関東以
外の地方会では、地方会学会が開催されていまし
た。関東地方会は約4,000人の会員を有し、地方
会の中でも突出した最大の人数です。かねてよ
り、他の地方会のように地方会学会開催の議論も
ありましたが、幹事会での熱心な議論の末、よう
やく開催にこぎつけました。従来の一泊例会を発
展させ、もっと、会員の知見の集積、交流、若手
育成を目的とした学会を開催することとなりまし
た。学会となると少し気がひけるという人たちた
ちの学会参加デビューの場となるようにし、毎年
の開催が楽しみになるような機会にしたいと思い
ます。
浜崎 景企画運営委員長は「食」を専門としてい
る研究者です。「ライフスタイルの力、はたらく
人の健康を見つめなおそう！」というこれまであ
りそうでなかったテーマです。働き方が多様に
なっている現在、ライフスタイルについて考えて
いきたいと思います。関東地方会で新たな歴史が
始まる第1回の地方会学会に是非ともご参加くだ
さい。全国協議会とあわせて、お早目の事前登録
をお願いします。
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https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40367.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40367.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001216985.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001216985.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001240052.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001240051.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001223418.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001223418.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001252603.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001252602.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/FAQ_20240228.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/FAQ_20240228.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001181772.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001181772.pdf
https://www.sanei.or.jp/files/topics/recommendation/tebiki_ra-kenshin-chemicals_202405.pdf
https://www.sanei.or.jp/files/topics/recommendation/tebiki_ra-kenshin-chemicals_202405.pdf
https://www.sanei.or.jp/files/topics/recommendation/tebiki_ra-kenshin-chemicals_202405.pdf
https://sanei-kyogikai2024.com/
https://jsohkt1.yupia.net/


理 事 会 報 告 よ り
五十嵐千代(東京工科大)

2023年度 第3回 (2023年10月1日)
審議事項より抜粋
1.表彰制度候補者推薦について、選考委員会の
委員長より学会賞、奨励賞、功労賞の選考結
果が報告され、承認された。監事から学会賞、
奨励賞に学術部門と実務部門を設けることが
提案され、検討することとした。

2.特定費用準備資金の取り崩しについて、国際
学会積立金を目的外で取り崩し、国際交流事
業の委託研究費の支払いに充てることが提案
され、承認された。

報告事項より抜粋
1.第96回学会(宇都宮)の会計が報告された。
2.第97回学会(広島)の準備状況が報告された。
3.第98回学会(仙台)の準備状況が報告された。
4.第34回全国協議会(木更津)の準備状況が報告
された。

5.4部会長会議、各部会からの報告があった。
6.各委員会からの報告があった。
7.業務執行理事報告があった。
経理担当理事よりインボイス制度開始に伴う
点と注意事項の説明があった。地方会、委員
会、部会、研究会の代表者と事務局、会計担当
者に通知し、要望に応じ説明会の開催を検討
することとした。

8.担当理事より100周年ミッション基盤事項推
進について、スケジュール確認と、記念事業
の全体構想策定のワーキングチームでの検討
内容と今後の進め方が報告された。

9.正会員数:8,851人(2023年9月18日現在)

2023年度 第4回 (2023年12月23日開催)
審議事項より抜粋
1.2024年度の事業計画案、予算案等について承
認された。

2.100周年記念事業について、次の百年に残した
い学会の歴史を編纂することが承認された。

3.委員会委員の交代について、新委員の推薦が
あり、理事長から委嘱されることとなった。

4.研究会の継続について、活動状況から継続の
可否を審議した。

5.関東地方会内の研究会として活動してきた
「多職種連携の会」より、研究会設置申請があ
り承認された。

6.第3回会員向け調査について、概要が説明さ
れ、承認された。

報告事項より抜粋
1.第96回学会(宇都宮)の会計が報告された。
2.第97回学会(広島)の準備状況が報告された。
3.第98回学会(仙台)の準備状況が報告された。
4.第33回全国協議会(甲府)の会計が報告された。
5.第34回全国協議会(木更津)の準備状況が報告
された。

6.学会、全国協議会での担当地方会外の人材活
用について、原則、担当地方会内の会員に限
るが、十分でない場合に限り、常識の範囲内
で他の地方会から人材の協力を得ることが可
能となることが地方会長より伝えられた。

7.4部会長会議、各部会からの報告があった。
8.各委員会からの報告があった。
9.業務執行理事報告があった。
10.政府の規制改革実施計画を受け、一般健康診
断の検査項目等に関する検討を開始したこと
等、公的委員会関連情報の報告があった。

11.正会員数:8,957人(2023年12月11日現在)

2024度 第1回 (2024年4月13日開催)
審議事項より抜粋
1.2024年度の総会開催について、開催の日時、
場所、議案、開催方法等を決定した。

2.2023年度事業報告案、決算報告案について収
支の概要が説明された。

3.2024年度の重点活動方針と進捗、2024年度に
推進すべき事項が提示された。

4.役員の役割分担について、災害担当を復活さ
せることが提案され、承認された。

5.委員会について、今期の委員の推薦があり、
理事長より委嘱されることとなった。

6.学会賞、奨励賞について2024年度候補者の公
募手順の報告があり承認された。

7.新研究会の設置について、「災害産業保健研究
会」の研究会設置申請があり、承認された。

8.研究会の継続について、活動状況から継続の
可否を審議した。

9.中央労働災害防止協会 緑十字賞および顕功
賞の候補者推薦者について、顕功賞に1名、緑
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十字賞に1名を推薦することとした。
10.産業衛生学雑誌の冊子体印刷中止に向けて準
備を進めていることが報告された。

報告事項より抜粋
1.第97回学会(広島)の準備状況が報告された。
2.第98回学会(仙台)の準備状況が報告された。
3.第99回日本産業衛生学会準備状況について、
2026年5月に近畿地方で開催する予定。

4.第100回日本産業衛生学会準備状況について、
2027年5月に北九州市で開催を予定すること
が報告された。

5.第33回全国協議会(甲府)の会計が報告された。
6.第34回全国協議会(木更津)の準備状況が報告
された。

7.第35回全国協議会(徳島)の準備状況につい
て、2025年11月27～29日にあわぎんホールで
開催されることが報告された。

8.第36回全国協議会の準備状況について、2026
年11月頃に中国地方で開催する予定。企画運
営委員長が決定したことが報告された。

9.4部会長会議、各部会からの報告があった。
10.各委員会からの報告があった。
11.会員調査の結果について、第3回会員調査の結
果の概要が報告された。

12.業務執行理事報告があった。
13.正会員数:8,792人(2024年4月1日現在)

地方会総会報告より
中野愛子(日立製作所)

2024年4月20日開催
1.2023年度事業報告が事務局より報告された。
2.2023年度決算報告が事務局より報告された。
3.角田監事から柳澤監事による事務局立ち合い
で監査した結果、適正に管理されている旨の
報告があり1.と2.が一括承認された。

4.2024年度事業計画案、および予算案について、
事務局より報告され、承認された。

5.2024年度関東地方会役員について、事務局よ
り日本産業衛生学会関東地方会関連名簿に基
づき説明された。

6.関東地方会研究会運用細則について、事務局

より2024年度第1回関東地方会幹事会で審議
され承認された旨報告された。五十嵐地方会
長より詳細について説明があり、日本産業衛
生学会本部の研究会に関する規定に基づき、
関東地方会研究会規定を検討した。代表世話
人を3名とし、代表世話人は研究会の適切な運
営に責任を持つよう明記し、発起人15名とす
る、適切な活動が認められない場合は、解散
猶予後立て直しの期間を1年とし、活動再開が
認められない場合は解散となることなど説明
があった。2024年度関東地方会総会より施行
する旨報告があった。

7.第1回関東地方会学会について、事務局より
2024年12月6～7日に群馬県高崎市で開催予定
であり、準備を進めている旨報告があった。

8.第2回関東地方会学会について、五十嵐地方会
長より、山野企画運営委員長、関東産業衛生
技術部会で開催、日程は2025年7月25日～26
日、会場は昭和大学上條記念館を予定してい
る旨報告があった。
今後は関東地方会学会を、例年同じ時期に開
催する方向で、準備委員会で検討していきた
い旨説明があった。

幹 事 会 報 告 よ り
中野愛子(日立製作所)

2023年度 第4回幹事会 (2024年2月17日)
1.2023年度第3回幹事会議事録案が承認された。
2.研究会規程の関東地方会版の作成について、
五十嵐地方会長より、関東地方会所属の5つの
研究会の動向が報告され、関東地方会規程に
研究会規程を追加(案)することについて、学
会本部の研究会規程に則り関東地方会版を作
成する方針とスケジュールが説明され、検討
された。関東地方会の研究会が知見の集約と
若手の拠り所となり、研究会の主体性が尊重
されるように、関東地方会の特色を出した研
究会規程を作成していく方針が決定された。
また、作成に当たって設立要件を満たし続け
るかを重要視するとともに、研究会の成果発
表の方法について関東地方会としての基準を
作成することが合意された。
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3.第2回地方会学会開催地などについて、五十嵐
地方会長より、関東地方会学会準備委員メン
バーと委員会開催日時について報告された。
次に、地方会学会準備の進め方について検討
され、提案通り、開催地域と企画運営委員長の
選任、企画委員長の負担軽減のための事務作
業の外部業者委託について承認された。武林
地方会副会長より、新しい地方学会は開かれ
た場であるような運営への協力依頼がされた。

4.2024年総会、幹事会、講演会(研修会)企画の
日程について、中野幹事長より、オンサイト
幹事会での交通費支給について地方会学会や
例会等と同日に行われる幹事会の交通費は支
給しないことになっていると学会本部事務局
から通知があったことが報告された。2024年
度以降の幹事会は、例会が終了するため、オ
ンサイト幹事会の開催時は交通費を支給する
こと(地方会学会の幹事会開催時は除く)で承
認された。また、2024年度総会と幹事会、講
演会(研修会)企画、地方会学会の日程(案)が
承認された。

5.第302回例会報告について、中野幹事長より開
催報告があった。

6.第303回例会について、福本幹事より、2024年
2月17日13:30～18:00に日本赤十字看護大学
にて「精神障害の労災基準改正について」を
テーマとして開催との報告がされた。

7.関東産業医部会の福本幹事より、東京都医師
会･蒲田医師会と日本産業衛生学会関東産業
医部会と共催で2024年3月23日14:00～17:30
に蒲田医師会館にて研修会が開催予定である
ことが報告された。講演は「精神障害の労災
基準改正」「化学物質の管理」「医師の働き方改
革～過重労働について」を準備予定である。

8.関東産業保健看護部会の帆苅なおみ幹事よ
り、幹事会について2023年10月17日に実施し、
2024年2月25日に実施予定であることが報告
された。また第34回全国協議会でのシンポジ
ウムの準備を進めていることも報告された。

9.関東産業衛生技術部会の山野幹事より、2024
年夏の研修会を企画中であることが報告され
た。

10.関東産業⻭科保健部会の品田幹事より、2024
年1月27日13:30～16:30にオンライン研修が
実施され、55名の参加があったことが報告さ
れた。品田幹事の退任に伴い、2024年度より

澁谷部会長と大山副部会長、事務局の新体制
が報告され、五十嵐地方会長より品田幹事へ
これまでの感謝と敬意が伝えられ、澁谷幹事
よりご挨拶をいただいた。

11.多職種連携の会の能川幹事より、2024年度よ
り多職種連携の研究会として日本産業衛生学
会(全国)の研究会として活動することになっ
たことが報告されるとともに、関東地方会の
これまでの支援への感謝が伝えられた。

12.電磁界下での作業による健康リスク研究会に
ついて中野幹事長より代理で報告された。世
話人の池端先生より連絡があり、今後の活動
について相談していくことが報告された。

13.産業保健東洋医学研究会について中野幹事長
より代理で報告され、2024年4月の研修会は
2024年7月に延期予定となった。

14.健康的な職場づくり研究会の山野幹事より、
2024年2月3日13:00〜15:10に「フィジカル面
から取り組む職場の活力向上」をテーマとし
てオンライン研修会が開催され、168人の参加
登録と113人の参加があったことが報告され
た。

15.関東地方会ニュースについて、山瀧幹事より
2024年1月31日に第49号が発行されたことが
報告された。オリオン社への外部業務委託の
効果で、編集の作業量が大幅に減り、持続可
能な形になったことも報告された。巻頭の写
真の応募依頼がされた。

16.第34回全国協議会(木更津)準備状況につい
て、宮本幹事より、2024年10月3日～5日に木
更津にて開催予定であり、テーマ「一歩先の産
業保健を切り拓け！～過去から未来への懸け
橋に～」に沿ってプログラムが検討されてい
ることが報告された。宿泊先はJTBから周知
されるため、全国協議会HPを確認いただく
よう依頼された。五十嵐地方会長より宮本幹
事へ助成金400万円に関して概要と予算書を3
月までに事務局へ提出するよう依頼がなさ
れ、4月幹事会で公開予定となった。

17.第1回地方会学会準備状況について、浜崎幹事
より、2024年12月6日～7日にホテルメトロポ
リタン高崎にて、テーマを「ライフスタイルの
力、はたらく人の健康を見つめなおそう！」と
して企画中であることが報告された。これま
での幹事会の意見を受けて、参加費4,000円と
見学会(バス代)2,000円を設定予定であること
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も報告された。
18.理事会報告について、五十嵐地方会長より、
第4回理事会が2023年12月23日に開催された
ことが報告された。

19.中野幹事長より、事業報告･決算報告の提出依
頼が確認された。また、帆苅幹事より会計に
ついて、残高証明書の提出は通帳のコピーで
も問題ないことが修正点として報告された。

2024度 第1回幹事会 (2024年4月20日)
1.2023年度第4回幹事会議事録案が承認された。
2.五十嵐地⽅会長より⼤塚雄⼀郎新幹事(⽇本
⼤)と⼩林宏明新幹事(住友商事)の就任の任
命が行われ、⼤塚幹事からご挨拶があった。
また、井⾕修幹事(⽇本⼤)、森智恵⼦幹事(⽇
⽴製作所)、對木博⼀幹事(アール)の退任の報
告が行われ、井谷元幹事、森元幹事よりご挨
拶があった。

3.中野幹事長より2023年度事業報告がされた。
(事業報告は関東地方会ホームページに掲載)

4.田中会計担当より2023年度会計について収支
報告がされた。

5.⾓⽥監事より2023年度会計監査について、角
田監事と柳澤監事により会計監査が行われた
ことが報告された。五十嵐地方会長より、部
会の通帳の利息未記載や研究会の決算報告の
遅れがあり監査報告が2枚に分かれたこと、ま
た今後速やかな決算ができるようにご協力い
ただきたいとのお願いがあった。

6.中野幹事長より2024年度関東地⽅会役員およ
び委員について、関東産業歯科保健部会にお
いて部会長の交代があり、品田佳代子幹事が
退任され、澁谷智明幹事が新部会長に就任さ
れた旨、報告された。
選挙管理委員会について、伊東明雅先生(伊東
労働衛生コンサルタントオフィス)と小林宏
明先生(住友商事)、佐藤左千子先生(NTT東
日本)が再任され、能川和浩先生(千葉大)、吉
川悦子先生(日本赤十字看護大)が新任された
ことが報告された。追加の新任の委員につい
ては調整中である。関東地方会体制につい
て、資料で示された。

7.中野幹事長より、2024年度事業計画(案)につ
いて、2024年3月1日～2025年2月28日の期間の
事業計画の説明がされた。(事業計画は関東
地方会ホームページに掲載)2023年度で関東

地方会例会が終了し、第34回全国協議会が
2024年10月3日～10月5日にかずさアカデミア
ホール(千葉県木更津市)で、第1回関東地方学
会が2024年12月6日～12月7日にホテルメトロ
ポリタン高崎(群馬県高崎市)で開催予定であ
ることが説明された。

・関東地方会総会は2024年4月20日にハイブ
リッド(現地:東京工科大学 蒲田キャンパス、
Web:Zoom)で実施予定であり、関東地方会
役員会は年4回幹事会を開催予定であり、第1
回目は本幹事会であることが説明された。

・地方会部会活動として、各部会での幹事会や
研修会の開催予定とフォーラムでの相互協力
が予定されていることが説明された。

・地方会ニュースは第50号、第51号が発行予定
であることが説明された。

・地方会ホームページは刷新されており、情報
はリアルタイムで反映できるよう事務局で対
応し、今後地方会会員が閲覧しやすいように
リニューアルする予定と説明がされた。

・研究会は健康的な職場づくり研究会と電磁界
下での作業による健康リスク研究会、産業保
健東洋医学研究会の3つとなったことが説明
された。多職種連携の会は2024年度より産業
衛生学会研究会としての活動のため、関東地
方会の研究会活動を終了となった。

・関東地方会準備委員会は定期的に行われてお
り、開催予定地での企画運営委員長の選任、
プログラム及び運営について検討していくこ
とが説明された。

・選挙管理委員会を新たに設置し、代議員選挙、
地方会長選挙、理事候補者選挙を実施予定で
あることが説明された。

・諏訪園幹事から提案があり、事業計画の日程
が修正された。

8.帆苅なおみ幹事(会計担当)より、2024年度予
算(案)の説明がされた。経常収益予算は
15,051,013円、経常費用予算は21,118,555円で
あり、一般正味財産期末残高は11,263,590円と
なることが報告された。

9.中野幹事長より、研究会規程の地⽅会版の作
成について、関東地方会総会において関東地
方会研究会規程の内容への意見を求める予定
であることが説明された。

10.第303回例会報告について、福本幹事より、第
303回例会が2024年2⽉17⽇に⽇本赤⼗字看護
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⼤学にて開催されたと報告された。
11.関東産業医部の福本幹事より、関東産業医部
会の運営について様々な先生に参加いただき
たいと伝えられた。

12.関東産業保健看護部会の帆苅幹事より関東産
業保健看護部会の各県での活動･研修会報告
がされた。また、関東地方産業保健看護部会
主催の2023年度研修会として、2023年7月9日、
22日に、テーマ「新たな新興感染症発生時に産
業保健スタッフが対応すべきこと～次のパン
デミックのためのシナリオトレーニング～」
が開催され、受講者45名であったことが報告
された。産業保健看護部会の認知度向上と組
織化推進を考慮し、各県の活動への協力や
メールマガジンの活用により産業保健看護の
最新情報を発信していく予定であることも報
告された。

13.関東産業衛⽣技術部会の山野幹事より、世話人
会(2024年2月16日、27日実施)にて第2回地方会
学会(2025年7月25･25日、昭和大学上條記念館
にて開催予定)と、研修会「『化学物質の自律管
理』化学物質管理者に選ばれた！(仮)」(2024年7
月27日、帝京大学板橋キャンパスにて実施予
定)について検討したことが報告された。

14.関東産業⻭科保健部会の澁⾕幹事より、2023年
度関東産業歯科保健部研修会として、2024年
1月27日にテーマ「健康経営」についてZoom
にて実施され、参加者は55名であったと報告
された。また、2024年度は6月16日に、テーマ
「職域においてTCHを再考する」についてオ
ンラインで実施予定であることも報告された。
関東産業歯科保健部会の体制について2024年
度から澁谷智明部会長、大山篤副部会長、事
務局が小林宏明氏、財津崇氏、南郷里奈氏と
なることが報告された。

16.産業保健東洋医学研究会の⽥中幹事より、
2023年度研修会(2024年3月実施予定)が未開
催になり、2024年度研修会は7月か8月に開催
検討中と報告がされた。

17.健康的な職場づくり研究会の山野幹事より、
世話人会(2024年2月3日)にて2024年度全国協
議会シンポジウムを作業関連運動器障害研究
会と共同実施する予定と報告がされた。テー
マは「フィジカル面から産業保健を支援する
―人間工学と産業理学療法学の視点から―」、
演題4つを予定している。

18.関東地⽅会ニュースについて、山瀧幹事より、
第50号(2024年7月下旬～8月上旬)、第51号
(2025年1月下旬～2月上旬)発刊予定であり、
内容を検討していると報告がされた。

19.第34回全国協議会(木更津)準備状況につい
て、宮本幹事より収支予算書に従って、助成
金などについて報告がされた。

20.第1回地⽅会学会準備状況について、浜崎幹事
より、企画委員について群馬県歯科医師会と
産業衛生技術部会より参加いただき、シンポ
ジウムや見学会、企画運営委員･実行委員の構
成･役割を検討中であると報告された。

21.五⼗嵐地⽅会長より、第1回理事会(2024年4月
13日実施)について報告がされた。
2024年度重点方針に関して、100周年に向けた
活動と経理業務の一元管理などが挙げられて
いると報告がされた。
産業保健看護専門家制度に関する規則と細則
の改定について、「継続登録者」の新設が承認
予定と報告がされた。
学会誌の奨励賞について、学術と実践を分け
ることの是非があったが、推薦文を考慮しな
がらも現行のままとなったと報告がされた。
新研究会について、「災害産業保健研究会」(立
石清一郎代表世話人)の新設の報告がされた。
研究会の規則改定について、「健康教育･ヘル
スプロモーション研究会」「騒音障害防止研究
会」で実施されたと報告がされた。
「職域における喫煙対策研究会」が解散したと
報告がされた。

22.五十嵐地方会長より、以下の通り報告があっ
た。
・日本産業衛生学会誌の発行に関して、印刷は
中止し、すべてオンラインにし、多くの人に
見てもらう方針になった。
・今後の学会開催スケジュールが確認され、第
100回学会は福岡(北九州)で、第35回全国協議
会は徳島で予定されていると報告がされた。
・関東地方会の正会員数は4,040名となっている
ことから、幹事や会員との連携を強固にして
いき、よりよい関東地方会学会の運営につな
げていきたいとお願いがあった。
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学 会 等 開 催 予 定

第34回日本産業衛生学会全国協議会
日時:2024年10月3日(木)～5日(土)
会場:かずさアカデミアホール(木更津市)
企画運営委員長:宮本俊明(日本製鉄東日本製鉄所)

第1回関東地方会学会
日時:2024年12月6日(金)･7日(土)
会場:メトロポリタン高崎(高崎市)
企画運営委員長:浜崎 景(群馬大)

第2回関東地方会学会
日時:2025年7月25日(金)･26日(土)
会場:昭和大学上條記念館(品川区)
企画運営委員長:山野優子(昭和大)

日本産業衛生学会産業保健看護部会 基礎研修
配信期間:2024年9月20日(金)～12月15日(日)
会場:オンライン(eラーニング･一部ライブ配信)

第31回日本産業精神保健学会
日時:2024年8月24日(土)･25日(日)
会場:産業医科大学ラマツィーニホール(北九州市)
大会長:吉村玲児(産業医大)

第83回日本公衆衛生学会総会
日時:2024年10月29日(火)～31日(木)
会場:札幌コンベンションセンター

札幌市産業振興センター(札幌市)
学会長:玉腰暁子(北海道大大学院)

第13回日本産業看護学会学術集会
日時:2024年11月30日(土)･12月1日(日)
場所:帝京平成大学中野キャンパス(中野区)
大会長:櫻井しのぶ(順天堂大)

第32回日本産業ストレス学会
日時:2024年12月13日(金)･14日(土)
会場:ウインクあいち(名古屋市)
大会長:太田充彦(藤田医科大学)

後藤由紀(四日市看護医療大大学院)

※最新の情報は、各学会ホームページ等でご確認
ください。
※掲載を希望される場合は事務局までご連絡くだ
さい。
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編集後記

バスを待っていると「ここは自然豊かでい
いですねぇ。綺麗な鳥の声も沢山聞こえる
し」と老婦人に声をかけられた。「…本当に、
そうですね」あれは特定外来生物に指定され
ているガビチョウの声ですよ、等と返答する
のは無粋と思った。6月末、2つの小惑星が地
球に接近すると話題になった。そのうち
「2011 UL21」は直径 2km 以上で planet
killersといわれるクラス。SFアニメのチー
ト兵器みたいな名前だが、恐竜を絶滅させた
といわれるチクシュルーブ隕石の 1/5 の規
模と聞けば納得。勿論、小惑星は地球に衝突
することなく無事に通過したのだが…ふと、
planet killersはあなた達、人間でしょ、と
白眼鏡のガビチョウに責められた気がした。

(与五沢)
･━･━･━･━･━･━･━･━･━･━･━･━･━･━･━･━･

最近、味噌仕込みとキムチ漬けにチャレン
ジするようになった。毎年、寒い時期に地元
のワークショップに参加して、楽しく交流し
ながら作業に臨んでいる。味噌は、大豆をや
わらかく煮ること、キムチは白菜をほどよく
下漬けすること等、成功させるためのポイン
トがあるが、どちらにも共通するものは、お
しゃべりを我慢することである。余計な雑菌
が入ってしまうと発酵ではなく腐敗に進んで
しまうこともあるからだ。だが、実践するこ
とはなかなか難しい。出来上がりが楽しみ
で、作業しながらついつい、どのように食べ
るか情報交換が続いてしまう(笑)。幸いに
も、今のところ失敗はないが、面白いことに、
味噌もキムチも毎回違う味に仕上がってい
る。今年1月に寒仕込みした味噌も、今号が
発行されたら、開封のカウントダウンをする
頃合いだ。今年も無事に発酵の道に進んでい
ることを願う。 (富永)
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